
保険の未来2035
日本の見解

保険業界は、人口動態、気候危機、サイバーなど新しいリス

クの複雑化と甚大化、不安定なマクロ経済、AIやテクノロ
ジーの進化などの環境変化を受け、規制の進化や顧客の行

動・価値観の進化も変数に、歴史的に前例のない不確実

な環境におかれている。

他方でこれらの変化を通じ、一部の保険会社は収益性の

高い成長に向けた新たな道筋を描ける可能性もある。5つの
変革的なシフトによって保険会社はビジネスモデルを再考し、

提供価値を再構築し、「保障の提供」という従来の保険業

界の役割を拡大する転換期に直面している。
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セールスと流通：トランザクション型セールスから常時接続型のハイブリッドモデルへ

損保代理店・生保ライフプランナーなど業界の構造的な課題

が浮き彫りとなる中、比較推奨を前提とした、AI・データ時代
におけるチャネル再構築が加速する。

顧客単体への静的リスクに対するトランザクション型セールス

から、世帯または組織全体へのアドバイスが日常接点に組み

込まれ、常時接続型・データ駆動モデルへシフトする。個人

損保などダイレクト化・非仲介が進む市場はあるが、人的な

接点とスキルは重要視され続け、AIインテリジェントツールの併

用や、デジタル・バーチャルなアドバイスオプションによるリーズ

獲得などハイブリッドモデルが伸展する。募集規制の高度化

への期待感から一部移行が進み、エンベデットモデルの多様

化により、保険と顧客の自然な接点も拡張する。

国内でも対面セールスをAIツールで支援するモデルや、アバ
ターとのハイブリッドモデルの検討・実装が進んでおり、このよう

な将来に向けた予兆も起き始めている。
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商品：統合型ソリューションによるプロフィットプール拡張

業界のプロフィットプールが変化し、保険会社は単体保障の

提供主体から、予防・健康・経済的な幸福・事後の復旧ま

でをモジュール型に融合させ、提供価値を最大化するソリュー

ション提供者へと進化する。これらはバリューチェーンを横断し、

顧客が望む姿の実現を助ける設計であることが必要である。

生保では個人の長寿対応の需要が増大し、重篤疾患保障

と連動した健康診断や、介護・認知症・老後資金取崩や相

続支援のモジュールを束ね、団体分野では人的資本のHR支

援とのパッケージ化、損保分野では防災・復旧と統合された

レジリエンス型への進化に加え、企業分野では、キャプティブ

や再保険を活用したリスクファイナンスの総合設計が標準化

される。

国内でも総合型リスクマネジメントモデルへの転換や、保障

からヘルスケア・さらに経済的なウェルビーイングなモジュールの

統合が進みつつあり、プロフィットプールの変化に合わせた業

界の新たなベンチマークが生まれる可能性がある。
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顧客エンゲージメント：プロアクティブで個別化された顧客体験の再設計

契約・保険金支払を中心とした受動的なトランザクション

ベースのやりとりから、能動的でパーソナライズされた常時接続

型のサービスモデルへ移行する。ライフイベント予測に加えて行

動変容を奨励して顧客エンゲージメントを促進する中で、デジ

タル接点は拡大するものの、顧客の重要な瞬間には人的な

対応も求められ続ける。

保険会社は顧客セグメントを再考し、日常の顧客接点と提

供価値を再定義し、セグメントニーズに応じた対応を求められ

る。例えば顧客単位から世帯・家族単位へ、契約管理と更

改サポートから予防・回避・復旧支援の接点が主役となり、

これら提供価値を差別化し、AIと人間の共感を融合させた
体験を生み出していく必要がある。

国内のセールスモデルが真の比較推奨へとシフトする中、日

常の接点・サービスプラットフォーム構築等も進んでおり、規制

面からコモディティ化しがちな保険商品以外の差別化要素と

して、自社ブランドに合致した競争優位モデルが多様化して

いく。
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オペレーション：新しいテクノロジーとAIによる保険業務の再構築

AIは特別な能力ではなく保険会社のDNAとして組み込まれ、
バリューチェーンを横断して水平的にスケーリングされる。

定型の保険事務はストレートプロセスで自動化し、イレギュ

ラーな判断のみ人手を介する。従来の人的作業を代替した

オペレーションモデルではなく、AIとデータ中心に再構築され、
それらを実現する新たなコアシステムはレガシー廃止と表裏一

体で実装される。

将来に向けて成功する保険会社は、最新のプラットフォームと

人材スキルを統合し、効率性に加えてパーソナライズド化に

よってエンゲージメントをも拡張する。すでに国内でも複数の保

険会社において、業務領域を限定せず全社横断のAI駆動
型のオペレーション再設計検討が始まっているが、真の成果

創出にむけては現行アーキテクチャを所与とせず、レガシー廃

止まで踏み込んだチャレンジが争点となる。

４

戦略的協業とM&A：水平型エコシステムによる価値創造のオーケストレーターへ

保険と隣接業界の境界線が曖昧になるにつれ、保険会社

は単独の保障提供者ではなく、統合化されたソリューション

提供者へと進化する。国内の戦略的な協業やM&Aは、保
険事業の規模拡大ではなく、顧客接点やデータホルダー、ス

ペシャリティリスクの分析や予防・復旧など不足する能力の

獲得に向かっている。保険会社がコラボレーションにより、保

障を起点に拡張するバリューチェーンを水平的に統合した価

値創造のオーケストレーターとして、差別化を構築する予兆も

見え始めている。

５
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